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　　　　　世界史の視点　2．
一改訂後の山川出版社の
　　　　　　　　世界史教科書を中心として一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　田　義　男
　以前，三省堂と山川出版社から発行されている高校世界史の教科書を対比させな
がら，私見を述べてみた。（「研究紀要」学習院高等科10号1979年。前者は土
井正興・！」・倉芳彦・阪東宏・小島晋治『新世界史』1979年，後者は村川堅太郎・
江上波夫・山本達郎・林健太郎　詳説『世界史』1979年，以後，それぞれ三省堂
と山川とす）。その後，改訂された山川のほうに変化が認められるので，私見を続
けてみたい。続篇という性質の為，前回の内容を多少は再録してある。
　改訂後の山川　前回は，①機運と流れ，②遊牧民について，③革命か反乱か，の三
点について検討してみた。改訂後の山川では，②と③は修正されているが，①は基
本的には変化していない。ただし，とらえ方に多少の変化はあるので，それを指摘す
る所から，進めてみたい。
　モンゴル帝国の成立とイスラム商人の場合　前回では，同帝国の成立に関して，
「モンゴル帝国は，ユーラシア大陸を舞台とする商業活動の安全・繁栄を願う，と
くにイスラム商入の欲求に応じて出現した政治権力であった。」（三省堂）という，
相利共棲説を強調した。山川では，今回もこの説は採用してはいない。ただ，イス
ラム商入の隊商による陸路貿易を，インド洋経由の海上貿易と並列する形で記述し
ていたのが，「澄もにイスラム商入の陸路貿易が活発になり」というように，イス
ラム商人の陸路での貿易活動を前面に押し出す形に変ってきた。
　それから三省堂の場合，相利共棲の考え方を今回もとっているが，「説」という
ことまでは触れない方針らしい。教室という現場からは，「説」という特記までは
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一歩譲るとして，適切に記述されている本文中に，「簡潔にとらえた表現」を特記
してくれると，大いに助かるのだが。このことが三省堂の場合なかなか解ってもら
えない。
　玄宗皇帝の場合　前回，玄宗皇帝は治世の晩年に楊貴妃を寵愛した為に政治が乱
れた，といった視点（山川）は安易ではないか，唐の変質の時期にさしかかった皇
帝（三省堂）ととらえたらどうか，と述べてみた。山川では，「晩年には政治にあ
き」から，「晩年には政治に熱意を失い」と表現がわずかに変っただけである。
　インドの「都市の成立」の場合　前回では，仏教の誕生は前6世紀ごろ，ガンジ
ス川中流域への民族移動を契機として繁栄にむかい，インドは都市国家の段階を迎
える。このような価値の転換期の中で，一連の自由思想家達が活躍をはじめる。ゴ
ータマーシッダルタは，そうした入達の一入であb都市の成立を抜きにして仏教の
成立を語ることは難かしい。ところが，山川では宗教革新運動並びに国家的統合，
社会の変化としか説明しようとしない，と述ぺた。
　山川は今回は「商工業の発達によってヴァィシャの社会的勢力が強くなり，新し
い自由な思想もts　eった。このような時代を背景として前500年前後に成立した
のが，ジャイナ教と仏教である。」というとらえ方に変ってきた。この中の「商工業
の発達」という見方こそが，当初から欲しかった。三省堂では，「商工業の活発化」
という視点は今回も盛り込んである。ただし，本文の小題が，仏教とジャイナ教と
なっているのは惜しまれる。
　アレクサンダー大王のパンジャープ地方侵入の年の場合　この前327年という年
は，古代インド史での唯一の確定年代であり，大変に重要な年だ。また，この侵入
が刺激となって，チャンドラ＝グプタによるマウリア朝の統一となる。山川では，
本文中で「4世紀の後半」三省堂も「4世紀の末」と表現したままだ4図版の中で
は山川は326年，三省堂は327年。山川の326年と記入する真意が，どうもよ
くわからない。
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　次に，侵入についてのとらえ方で言えぱ，山川ではアレクサンダー軍の「撤退後
の混乱に乗じ」チャンドラ＝グプタの登場というとらえ方を・今回もとっている。こ
こはやはり，「侵入を刺激」としてとらえたい所である。
　遊牧民について　前回では，遊牧民のはたした役割の大きさについて，宮崎市定
氏の考えを引用しながら指摘した。それはやはb，山川での遊牧民に対する視点を
批判する形となっていった。少し長くなるが，主な部分を対比してみよう。
　　前回「新石器時代になると，いわゆる遊牧民が西方からこの地方にはいりこみ，
　　南ロシアで前500年ごろまでに成立したスキタイ文化を受けいれ，前3世紀
　　ごろから騎馬民族として活躍しはじめた。」騎馬民族の注として，「騎馬民族と
　　は，遊牧生活を主としながら，騎馬によって周囲の土地や住民に対する侵略や
　　略奪をくりかえした民族をいう。」
　　今回「新石器時代になると，西方の遊牧民がこの地域にはいりこみ，モンゴル
　　高原から南ロシアにかけての草原地帯は，家畜の群れをつれて移動する平和な
　　遊牧民の居住地域となった。かれらが歴史止で活躍する戦闘的な騎馬民族にな
　　ったのは，前7世紀ごろ南ロシアの草原地帯を支配したスキタイ入がうみだし
　　た武器・馬具などに代表される遊牧騎馬文化を受けいれてからであb，その活
　　動は前3世紀ごろにはじまる。農耕生産にめぐまれず，生活が不安定であった
　　遊牧民たちは，以後，騎馬による機動力と戦闘力をもって，農耕・オアシス地
　　域との交易などをめざして活発な活動をはじめ測　（今回は注は無し）
　これは，今回の改訂で最も変化が認められた箇所の一つと言える。
　十字軍の場合　さすがに，「聖地回復の大聖戦」といった表現は，今回影をひそ
めていた。ただし，聖地回復を名目とした十字軍の提唱とまでは述べようとはしな
い。今回でも十字軍の原因を，欧内部に求めすぎるきらいがある。即ち，十字軍は
セルジュークニトルコ帝国からの圧迫に対応して派遣されたのであり，「欧近世化
の原動力」となっていった。こうした視点には遠いから，十字軍側の参加動機の分
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析は少し詳しく述ぺる様にはなってきても，聖戦という説明のくだりの後部に動機
をつけ足す形になってしまうのではないか。
　太平天国の場合　太平天国の乱から太平天国の動乱に変わb，末尾に「太平天国
の運動は，近代中国に於ける民族運動の源となり，その後の運動に大きな影響を与
えた」という評価がつけ加えられている。やはb，これは画期的なことだ，と言う
ぺきであろう。
　セポイの反乱の場合　記述に特別な変化はみられない。太平天国の場合と同様，
この反乱がインド史での転換期となったことを評価をまじえながら，後世に語り伝
えてもらいたい所だ。
　バブーフの場合　「バブーフは私有財産を廃止し，共産主義を目標とすることに
よって，ジャコバン派独裁に新しい生命をよびk・こそうとした」（三省堂）。総裁
政府は，バブーフを逮捕し，政府転覆の陰謀という罪状で処刑している。
　この当時の罪状である「陰謀」という表言を本文中にそのまま使用していたのが，
今回は計画という言葉に変更されていた。
　アイルランド問題の場合　この点は，前回言及していないが，画期的な変化があ
ったので特に記しておきたい。クロムウエルのアイルランド征服以来，アイルラ
ンド人は英の植民地とされ，英入不在地主の搾取を受け，「残ったのは棺おけ製造
業だけ」（三省堂）といわれるほどの打撃をうけた。自由党の党首グラッドストン
はアイルランド問題に深い関心と同情を示し，土地制度の改革と自治の拡大が試み
られたが，自由党員の理解が得られず，自由党分裂の危機を迎えた。これに対し山
川では，「アイルランド問題はイギリス内政のガンとなったc．jと締めくくっていた。
今回では，この「ガンとなった」という箇所は消えていた。
　以上，幾つか検討してきた。全体として多少の変化を見いだせた，といった所か。
　付記　最近，外国の教科書を手軽に見ることができる様になってきた。そこで，
まず気がっいた点は，海賊なら海賊とハッキリ表現していることだ。日本では，海
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商とか，冒険的な民間の貿易商人（三省堂）とかいうように，曖昧な表現をとって
いたりする。これに類したことでは，古代世界で大変に貴重であった鉄器をアッシ
リアが獲得ずる場合でも，「ヒッタイトからすぐれた鉄器文化を学び」（三省堂）
というように，上品な表現になっていたりする。わずかな例ではあるが，実態を的
確に表現しようとする姿勢と，そうとは言えない姿勢との違いがうかがえて興味は
つきない。こうした点は，当方の今後の課題となってしまったようだ。
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